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その結果、 1) 血液型判定用モノクローナル抗体で、は抗体との反応性の低い A 型試料で偽陰性となり誤判定を招く
ことを明らかにした。 2) 唾液との反応性においてはメーカー差(クローン差)が顕著であり、事前に抗体の特性を
把握しておく必要性を明らかにした。 3) 動物血痕とも交差反応し、試料がヒト由来であることの確認が重要である






の溶媒を生理食塩水や種々の濃度の BovineSerum Albumin (BSA) 生理食塩水溶液、ヒト AB 血清及び動物血清と
置換し、法科学試料との反応性について検討した。







抗ヒト ProstateSpecific Antigen (PSA) モノクローナル抗体は、ヒト前立腺由来蛋白に特異的であり、臨床検査
では、 ELISA 法により血清を試料とし、前立腺癌のスクリーニングに用いられている。また、法科学分野においても





















(Prostate Specific Antigen PSA) を指標とした検査法について検討した。本法は、抗ヒト PSA マウスモノクローナ
ル抗体を用い、イムノクロマトグラフィーを原理とする手法であり、血清を試料とした前立腺癌のスクリーニング法
として開発された。本法では、 1 万から 10 万倍希釈された精液でも検出可能であり、血液、陸内液および唾液とは
反応しなかった。また、これらの体液や殺精子剤は精液の検出は阻害しないことを明らかとした。さらに、高温で処
理した試料に対しても適用可能であることから、焼死体で、の有用性がわかった。以上の結果より、本法は短時間のう
ちに高感度に精液を検出でき、特異性も高いことから、ヒト精液の証明検査として導入可能であることを明らかとし
た。
本研究により、法科学試料に対するモノクローナル抗体を用いた血液型検査法及び精液検査法が確立され、広く全
国の警察に広まりつつある。今後、公判廷を支える新しい検査法として鑑定手法の基本となることが期待され、博士
(薬学)の学位論文に値するものと判断する。
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